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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
Ⅰ　審査経過
　本論文は、2019年11月29日に博士学位申請論文として提出され、同年12月５日の法学研究科委員会にて審
査手続を開始することが了承された。その後、2020年１月27日に、本学学位規定等に基づき、学内に広く公
示・予告した公開審査会の場において、審査委員3名による口頭試問による最終試験が実施された。
Ⅱ　審査要旨
　わが国では、時効制度の存在理由について古くから議論がなされているが、その内容を一元的に捉えるべ
きか、それとも多元的に捉えるべきか、また、具体的にはどのような内容なのか、そもそも個々の時効制度
ごとに考えていくべきなのかといった観点から、多様な見解が主張されており、大いに紛糾しているところ
である。また、時効制度は一般に公益のための制度といわれているが、当事者の意思を尊重する規定も少な
くなく、私的自治の原則との調整が重要といえるが、十分な検討が加えられてきたとは言い難い状況にある。
本論文が主題とする、時効期間の合意による変更についても、古くから議論になっているものの、本格的な
研究が行われていたとは言い難い状況にある。本論文は、時効制度と私的自治との衝突が先鋭化する、時効
期間の合意による変更について、わが国において十分な検討が加えられていないフランス法を、旧法の起草
過程から新法下における学説および裁判例の最新の動向まで網羅的に整理したものであり、その内容と手法
において、独創性および新規性に富む研究成果であると評価できる。
　本論文は、わが国と同様、時効利益の事前放棄を禁じる規定を有していたフランス法における裁判例およ
び学説を網羅的に検討したうえで、彼の地では、（ⅰ）時効利益の事前放棄を禁じる旧2220条の趣旨、（ⅱ）
権利の性質・目的、（ⅲ）当事者の性質、（ⅳ）合意された期間の性質が、総合的に考慮されて時効期間の合
意による変更の有効性が判断されていると指摘した点が、まずもって高く評価されるべきである。また、本
論文は、そのような指摘にあたり、時効期間の合意による変更の場面を、時効期間の短縮、時効期間の延長
（「直接的延長」）、時効の進行停止（「間接的延長」）に細分化したうえで、精緻な分析を行っており、説得力
を有するものといえる。
　わが国では、時効利益の事前放棄を禁じる民法146条を根拠に、時効期間の合意による短縮は有効であるが、
延長は無効であると解するのが伝統的通説であるが、短縮または延長を問わず、上記考慮要素に基づいて判
断すべきとの主張は、私的自治の原則のもと、時効の公序としての性質を解明したうえで、許される合意の
範囲を画そうとする近時の傾向に沿うものであり、多くの賛同を得られるものと評価できる。上記4要素に
ついては、わが国においても、その軽重はともかく個別に指摘されてきたものであるところ、本論文は、そ
れらを統合したうえで、その構造化を試みており、この領域における学界の水準を格段に高めるものと評価
できる。また、わが国では、近時、消費者契約や労働契約等における期間の合意に関して、消費者等の社会
的弱者を保護すべきであるとの主張が有力となっているが、この主張に対して、比較法的な基礎づけを行っ
た点も特筆すべきである。わが国における今般の時効法改正において、時効期間の合意による変更に関する
規定は見送られたが、今後の立法作業において、本論文は必ず参照される文献になるといえよう。上記４要
素の構造化についてはさらなる精緻化が必要であるが、本論文の価値は高いものと評価できる。
　以上より、本審査委員会は、本研究科の「課程博士に関する内規」にあるとおり、本論文が「研究者とし
て期待される独創的な研究成果」に該当し、博士（法学）の学位を授与するに相応しいものであると認め、
全員一致で論文審査について合格と判断した。
　また、最終試験では、本論文で詳細には検討されなかった、時効制度の存在理由、取得時効制度および契
約基礎理論への影響などについて質疑応答があり、申請者から、今後の研究方針も含めて適切な回答がなさ
－ 5－
れ、本論文で主張されたことが消滅時効法だけでなく法律行為法にも影響を与える可能性を感じさせるもの
であった。したがって、本審査委員会は、学位規定にあるとおり、申請者川上生馬氏が、「研究者として自
立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有することを確認」し、全
員一致で最終試験についても合格と判断した。
